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地域の魅力を、ＫＢＣのテレビとラジオで、毎日
たっぷりと放送する「ふるさとＷｉｓｈ」が４月
12日～18日に、東峰村とのペアで放送されました。
４月15日には、芸人の波田陽区さんが添田町を訪
れ、ラジオ放送が行われました。ラジオでは、英
彦山花園や特産品など、町の魅力を紹介しました。
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波
田
陽
区
さ
ん
と

添
田
町
の
魅
力
を
語
り
ま
し
た
！



げ
ら
れ
ま
す
。
本
町
面
積
の
大
半
を
占
め
る
農
地
・

山
林
を
適
切
に
管
理
、
活
用
す
る
た
め
の
「
農
林

業
」、
地
域
経
済
の
循
環
と
地
域
活
力
を
生
む
た
め

の
「
観
光
」、
高
齢
者
の
活
躍
・
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
り
日
々
の
生
活
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
の

「
健
康
」、
地
域
に
根
差
し
た
歴
史
・
文
化
を
つ
な
ぎ
、

地
域
・
経
済
を
支
え
る
人
財
を
育
む
た
め
の
「
教

育
」、
こ
れ
ら
の
４
つ
の
分
野
を
軸
に
、
分
野
横
断

型
（
脱
縦
割
り
）
の
体
制
を
構
築
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
回
の
総
合
計
画
期
間
に
お
け
る
主
要
課
題
と

し
て
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手

不
足
、
地
域
活
力
の
低
迷
、
財
源
不
足
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
企
業
、
町

外
の
添
田
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
と
も
町
の
魅
力
や
課

題
を
共
有
し
、
人
財
の
発
掘
・
育
成
に
取
り
組
む

た
め
、
皆
さ
ん
が
加
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
取
組
を
具
体
的
に
検
討
・
実
行
し
、

将
来
像
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

添
田
町
第
６
次
総
合
計
画
で
は
町
民
憲
章
に

掲
げ
ら
れ
た
▽
み
ん
な
が
健
康
で
明
る
く
あ
た

た
か
い
家
庭
と
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
▽
教
育
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
と
め
、
青

少
年
が
健
全
に
成
長
す
る
ま
ち
づ
く
り
▽
恵
ま

れ
た
美
し
い
環
境
と
先
輩
の
業
績
に
感
謝
し
、

福
祉
豊
か
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
▽
創
意
と

工
夫
に
よ
り
、
生
産
を
高
め
、
産
業
と
文
化
の

い
き
づ
く
ま
ち
づ
く
り
▽
恵
ま
れ
た
文
化
財
や

美
し
い
自
然
を
大
切
に
し
、
訪
れ
る
人
々
を
あ

た
た
か
く
迎
え
る
魅
力
あ
る
観
光
の
ま
ち
づ
く

り
の
５
つ
の
方
向
性
を
基
本
理
念
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
10
年
後
の
あ
り
た
い
姿
を
『
い
つ

ま
で
も
健
康
で
住
み
続
け
ら
れ
る
・
住
み
た
く

な
る
ま
ち
』
と
し
、
誰
も
が
孤
立
す
る
こ
と
な

く
健
康
で
、
持
続
可
能
な
農
林
業
や
、
人
々
の

交
流
を
生
み
出
す
観
光
な
ど
に
よ
る
雇
用
創
出

を
図
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
住
み
続
け

ら
れ
る
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
将
来
像
に
据

え
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
次
の
よ
う
に
取
り
組

み
ま
す
。

　　　

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
に
伴
い
実
施
し
ま

し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
は
住
民
と
役
場

職
員
が
協
働
し
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
に
取

添田町長　寺西明男

添 田町第６次総合計画は
今後10年間のまちづく

りの基本的方向を示す計画で、
令和３年３月に策定しました。
　策定にあたっては町民・若
者アンケートの結果や約２年
にわたり開催した「ソエダみ
らい会議（仮称）」で頂いたご
意見を基に学識経験者などで
構成する総合計画策定審議会
などで本町に関わりのある多
くの皆様の思いを込め策定し
ました。
　本計画では「いつまでも健
康で住み続けられる・住みた
くなるまち」の実現に向け、
「みんなでまちづくり」を合言
葉により良い、より暮らしや
すいまちづくりに向け全力で
取り組んでまいります。

　

総
合
計
画
は
、
町
の
あ
ら
ゆ
る
計
画

の
基
本
と
な
る
計
画
で
あ
り
、
行
財
政

運
営
の
総
合
的
な
指
針
と
な
る
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
添
田
町
の
事
業
や
予

算
は
総
合
計
画
に
沿
っ
て
計
画
さ
れ
ま

す
。
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、「
10
年
後

の
あ
り
た
い
姿
を
示
す
基
本
構
想
」
と

基
本
構
想
で
描
い
た
姿
を
実
現
す
る「
今

後
５
年
間
で
実
行
す
る
又
は
実
行
し
た

い
施
策
・
事
業
か
ら
成
る
実
行
計
画（
基

本
計
画
）」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
５
次
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
令

和
２
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

行
財
政
運
営
に
よ
る
町
政
の
振
興
を
図

る
た
め
に
、
本
計
画
を
新
た
に
策
定
し

ま
し
た
。

り
組
む
こ
と
の
必
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
役
場
で
は
「
こ
の
問
題
は
担
当
課
が
別
な

の
で
、
私
達
は
関
係
な
い
」、
住
民
は
「
要
望
を
言
っ

た
ら
あ
と
は
役
場
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
」
と
い

う
よ
う
に
誰
か
が
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
「
他

人
事
」
で
、
実
際
に
は
協
働
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
、
人
口
減
少
に
伴
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
が
難
し
く
な
り
、
ま
た
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
人
的
資
源
や
財
源
も
不
足

し
て
き
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
・

考
え
方
に
捉
わ
れ
ず
み
ん
な
で
一
緒
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
役
割
分
担
を
行
い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。「
他
人
事
」
で
は

な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
10
年
後
の
あ
り
た
い
姿
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
ソ
エ
ダ
み
ら
い
会

議
（
仮
称
）
の
取
組
な

ど
か
ら
見
え
て
き
た

10
年
後
の
添
田
町
の

姿
・
方
向
性
と
し
て

▼
支
え
合
い
・
助
け

合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
▼
農
林
業
の
振
興

▼
観
光
の
振
興
な
ど

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
挙

総合計画で定めた将来像

住
民
・
団
体
・
企
業
・
役
場
・
町
外
の
添
田
フ
ァ
ン
、

み
な
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

農
林
業
・
観
光
・
健
康
・
そ
し
て
教
育
の

４
つ
の
分
野
を
軸
に
取
り
組
み
ま
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

取
組
を
具
体
的
に
検
討
し
実
行
し
ま
す

添田町第６次総合計画策定
いつまでも健康で住み続けられる・住みたくなるまちへ

そ
も
そ
も
総
合
計
画
っ
て
何
？

合
言
葉
は

「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」

添田町　第６次総合計画

●
総
合
計
画
に
つ
い
て
の
詳
細
は

役
場
総
合
企
画
財
政
課
（
庁
舎
２
階
17
番

窓
口
）
で
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
添
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

 　

役
場
総
合
企
画
財
政
課

　

 

政
策
企
画
係
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問
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５
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月
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月
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接種日

問 添田町ワクチン接種コールセンター（☎88-5620）

町では、４月19日から接種対象者へ接種券の郵送を順次行い、現在予約を受け付けてい
ます。ワクチン接種までの流れが決定しましたのでお知らせします。

1 接種対象者

接種時に町に住民票がある人で 16歳以上の人
優先順位は『❶ 65歳以上の高齢者❷基礎疾患のある人、
高齢者福祉施設等従事者❸それ以外の人』となり、対象者
には接種開始時期にあわせて順次接種券を送付します。
４月19日に発送した接種券は、上記のうち❶65歳以上の

高齢者に送付しています。❷、❸に該当する人の接種券

は接種開始時期が決まり次第、順次発送します。

2 接種会場

添田町体育館
添田町大字添田 1594

3 ワクチン接種を予約する

▶ＴＥＬ：８８－５６２０　

▶ＦＡＸ：８２－５２２２

　※受付時間はＴＥＬ、ＦＡＸともに平日９時～17時です。　
　※国のワクチン供給状況により、予約を一時中止する可能性があります。また、高

　　齢者向けワクチン接種日時はワクチン提供状況次第で変更となる場合があります。

　※ＦＡＸで予約する人は、氏名・住所・接種券番号・連絡先を記入して送信してく

　　ださい。折り返しＦＡＸで連絡し、予約を受け付けます。

　※接種には必ず予約が必要です。予約はあわてずに行うようお願いします。

4 ワクチン接種　当日の流れ（所要時間：30分～40分程度）

予 約 連 絡 先

毎週

水曜日

土曜日

日曜日

火曜日

高齢者向けワクチン接種日時

受　　付

経過観察

接種済証交付

予　　診

ワクチン接種

▶受付をスムーズに行うため、予診票は自宅で▶受付をスムーズに行うため、予診票は自宅で

記入してからお越しください。記入してからお越しください。

▶持参するもの

①接種券（シールは剥がさずに持参ください） ②予診票 ③本人確認書類（運転
免許証など氏名、住所、生年月日のわかるもの） ④お薬手帳（お持ちの方）

▶三角筋（肩のあたり）への注射となりますの▶三角筋（肩のあたり）への注射となりますの

で、当日は接種時に肩を露出しやすい服装でおで、当日は接種時に肩を露出しやすい服装でお

越しください。越しください。

▶ワクチン接種後に万が一副反応が出た場合で▶ワクチン接種後に万が一副反応が出た場合で

も、会場医師による即時対応が出来るよう会場も、会場医師による即時対応が出来るよう会場

内で経過観察のため内で経過観察のため1515分程度待機してください。分程度待機してください。

▼

▼

▼

▼

　▷▷▷住民票がある場所（住所地）以外での接種について
　　・入院、入所中の医療機関や施設でワクチン接種を受ける人　→　医療機関や施設に相談してください。
　　・基礎疾患治療中の医療機関でワクチン接種を受ける人　→　医療機関に相談してください。
　　・お住まいが住所地と異なる人　→　実際にお住まいの地域でワクチン接種を受けられる場合があります。
　　　詳しくは実際にお住まいの市町村窓口にお問い合わせください。

　

接種費用

無料

ワクチン接種は本人の同意が必要です。接種に不
安のある人は、かかりつけ医に相談してください。

5 新型コロナワクチン接種の予診票　記入上の注意

▶接種券に同封されている予診票は、接種日当日の受付をスムーズに行うことができるよう、接種会場に来ら

　れる前に自宅等で記入をお願いします。
▶予診票は、必ずボールペンで記入してください。鉛筆で記入された予診票は使用できません。
▶記入する箇所は、予診票の太枠内です。住所や氏名などの必要事項を記入後、質問事項と回答欄部分の「はい」
　か「いいえ」にチェックをしてください。
▶記入例に沿って記入してください。質問事項などで回答が分からない事項がある場合は、添田町ワクチン接
　種コールセンター（☎ 88-5620）まで問い合わせください。

『新型コロナワクチン接種の予診票』記入例
▶新型コロナワクチン接種の予診票

　主な質問事項

　◎新型コロナワクチンの接種回数

　◎住所（住民票所在地）の確認

　◎ワクチン効果や副反応への理解

　◎接種優先順位確認

　◎現在の治療歴

　◎接種前１ヶ月間の体調

　◎接種当日の体調

　◎けいれん発症歴

　◎アレルギー症状確認

　◎接種前２週間の予防接種状況

　◎予防接種についての質問　など

▶新型コロナワクチン接種希望書欄

　は記載されている注意事項に同意

　の上、記入してください。

　また、氏名を自署できない場合は

　代筆者が署名し、代筆者氏名と被

　接種者との続柄を併せて記入して

　ください。

※ 高齢者以外の人は別途お知らせします
※

▶▶新型コロナワクチン接種に関するお問い合わせは

ＴＥＬ：８８－５６２０　ＦＡＸ：８２－５２２２ＴＥＬ：８８－５６２０　ＦＡＸ：８２－５２２２

 添田町ワクチン接種コールセンター　（平日９時から17時）

}

▶▶新型コロナワクチンに関する相談窓口は

ＴＥＬ：０１２０－７６１７７０ＴＥＬ：０１２０－７６１７７０（フリーダイヤル）
 厚生労働省　新型コロナワクチンコールセンター　（９時から21時、土・日・祝日も実施）

▶▶新型コロナワクチンの有効性・安全性などの詳しい情報は

官邸　コロナ　ワクチン 首相官邸ワクチン特設ページ

広報そえだ（令和３年５月号）　４５　広報そえだ（令和３年５月号）

新型コロナワクチン接種のお知らせ
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（  　

）は
前
職
で
す
。

町　長 寺西明男

副町長 藤田季弘

教育委員会

教育長 髙瀨光一 職員の配置は次のとおりです。
掲載は係長以上です。

添
田
町
機
構
配
置
図

職
員
の
人
事
異
動

７　広報そえだ（令和３年５月号） 広報そえだ（令和３年５月号）　６

今年度の新規採用職員の
友石晴己㊧と井上慎弥㊨

置
図
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役
場
で
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。
新
体
制
で
よ
り
一
層
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
生
か
す
開
か
れ

た
町
政
を
目
指
し
ま
す
。

行
政
組
織
体
制

◉
役
場
の
人
事
異
動

行
政
組
織
体
制

＝ 令和３年度の主な変更点 =

新しい課ができました

◎添田町第 6次総合計画の策
　定に伴う各種施策の円滑な
　実施と持続可能な財政運営
　を基盤とした施策の展開を
　効果的かつ効率的に実施す
　るため、新たに「総合企画
　財政課」を設置しました。
◎所管事務の明確化のため、
　防災管理課を「防災情報管
　財課」へ変更しました。
◎学校教育課に「学校施設管
　理係」を新設しました。
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■３年度保険料

1 令和３年度の保険税

●後期高齢者医療に加入している皆さん

問 国民健康保険税に関すること⇒役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）
　 国民健康保険の資格や給付に関すること⇒役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）
　 後期高齢者医療広域連合お問い合わせセンター（☎ 092-651-3111）

広報そえだ（令和３年５月号）　８

【改正後】令和３年度

区分 医療保険分 後期高齢者
支援金分

介護納
付金分

所得割 7.4％ 2.4％ 2.3％

均等割 22,000円 8,500円 8,000円

平等割 25,000円 8,000円 6,000円

賦課限度額 63万円 19万円 17万円

【改正前】令和２年度

区分 医療保険分 後期高齢者支援金分
介護納
付金分

所得割 7.4％ 2.4％ 2.3％

均等割 22,000円 8,500円 7,500円

平等割 22,000円 8,000円 5,500円

賦課限度額 63万円 19万円 17万円

国民健康保険は、病気やけがをしたとき安心
して医療を受けられるよう加入者の皆さん

が、国民健康保険税を出し合い、支え合う制度で
す。平成30年度に国保改革が行われ、県が財政運
営の責任主体となり、市町村と一緒に行っていま
す。令和３年度の国保事業費納付金の決定を受け、
税率の見直しを行いましたのでお知らせします。

▶所得割…前年の所得に応じて計算（※一人ずつ）　▶均等割…世帯の加入者数に応じて課税　▶平等割…１世帯あ
たりの課税

　世帯の所得額に応じて「均等割」
と「平等割」が７割・５割・２割軽減さ
れます。未申告の場合、軽減は受
けられません。申告されていない
人は申告をお願いします。

皆さんが安心して医療を受けるためにも、期限内の納
付をお願いします

2 軽減措置があります 軽減割合 　軽減対象者の要件（世帯の総所得額）

7割軽減 　基礎控除額（43万円）
　＋10万円×（給与所得者の数ー１）

5割軽減 　基礎控除額（43万円）＋28万５千円×（加入者数）
　＋10万円×（給与所得者の数ー１）

2割軽減 　基礎控除額（43万円）＋52万円×（加入者数）
　＋10万円×（給与所得者の数ー１）

保険料率のお知らせ 後期高齢者医療制度

◉社会保険※注６の被扶養者であった人の軽減 ５割軽減
（所得割額はかかりません）

　軽減後の保険料
　　年額27,843円

※注３＝「同一世帯」とは、４月１日時点（年度途中で75歳になる人、県外からの転
　　　　入者などはその時点）の世帯が基準となります。
※注４＝「軽減対象所得金額」とは、基本的に所得金額と同額ですが、満65歳以上
　　　　の人の公的年金は「公的年金等収入ー公的年金等控除額ー特別控除額15万
　　　　円」となるなど例外があります。
※注５＝下部分の計算式は、同一世帯内の被保険者または世帯主が、給与所得ま
　　　　たは公的年金などに関する所得がある場合に適用されます。

※注６＝「社会保険」とは、全国健康保険協会管掌健康保険、
　　　　組合管掌健康保険、船員保険、共済組合をさします。
　　　　国民健康保険・国民健康保険組合は該当しません。

　後期高齢者医療の対象となる（75歳到達）前日ま
で社会保険の被扶養者であった方は、２年間に限り
軽減措置を受けることができます。

９　広報そえだ（令和３年５月号）

国民健康保険税率が

決定しました

　被保険者が同じ月内に医療機関で治療
を受け、自己負担限度額を超えたときは、
申請することで、その超えた額について
支給されます。自己負担限度額は被保険
者によって異なります。５千円以上を見
込まれる人には２か月おきに申請のお知
らせを送付していますが、５千円に満た
ない場合でも返還の対象になる場合があ
ります。申請の際は、病院に支払ったと
きの領収書が必要です。

3 高額な医療費の払い戻し制度

令 和 ３ 年 度

割」
さ
受
い

」
さ
受
い

●後期高齢者医療に加入し

問 役場住民課保険年金係（ 8 5966）
　 後期高齢者医療広域連合お問い合わせ

保険料率のお

令 和 ３ 年 度

後期高齢者医療制度の保険料率が昨年度改正されました。今回、３年度の
保険料率を改めてお知らせします。また、保険料額の詳細が記載された

「令和３年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」は、７月に送付する予定です。

　４月１日時点（年度途中の加入の
場合はその時点）の同一世帯内の被
保険者および世帯主の軽減対象所得
金額の合計額に応じ、均等割額が軽
　　　　減されます。これまで特例
　　　　　　　　　で緩和されてい
　　　　　　　　　た7.75割軽減は、
　　　　　　　　　　今年度から本
　　　　　　　　　則どおりの７割
　　　　　　　　　軽減になります。

＋＝

　個人ごとの保険料は、加入者全員が同じ金額を負担する「均等割額」
と、個人ごとの総

※注１

所得金額等に応じて負担する「所得割額」との合
計が保険料になります。

※注１＝「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等収入ー公的年金等控除」、「給与
　　　　収入ー給与所得控除」、「事業収入ー必要経費」などの合計額で、各種所得控除
　　　　前の金額です。
※注２＝「基礎控除額」とは、合計所得金額が 2,400 万円以下の場合43万円ですが、
　　　　　2,400 万円を超える場合は異なります。

保険料
（年額） 55,687円 10.77％

総所得金額等
ー基礎控除額

※注２

所得割額

×[ ]
均等割額

■保険料額の算定方法

■保険料の軽減措置

均等割額

所得割率

賦課限度額

55,687円
10.77％
64万円

軽減割合（均等割額の年額）

43万円（基礎控除額）
＋10万円×（給与所得者等の数ー１）※注５以下

７割
（16,706円）

５割
（27,843円）

２割
（44,549円）

令和３年度 本則

７割

５割

２割

対象者の所得要件
　　【同一世帯※注３内の被保険者と世帯主の
       軽減対象所得金額※注４の合計額】

43万円（基礎控除額）＋28.5万円×被保険者数
＋10万円×（給与所得者等の数ー１）※注５以下
43万円（基礎控除額）＋52万円×被保険者数
＋10万円×（給与所得者等の数ー１）※注５以下

金額の合計額に応じ、
　　　 減されます。
　 　　 　　 　　　で
　 　　 　 　 　た
　 　　 　　 　 　　
　 　　 　 　　 　則
　 　　　　 　　　軽 ※軽減割合は、上表計算式の所得以下の世帯にそれぞれの軽減が適用されます。
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おしゃべりが上手になったね♥
イヤイヤもたくさん言うけど、
その笑顔で全部ゆるせちゃうよ
♥　颯にぃ碧にぃより

満倉 陽
はるた

大ちゃん 
５月４日生❸ ・添田東

自治功労者として表彰されました
添田町の振興発展に大きな功績

安全運転をお願いします
春の交通安全運動週間

　町長として10
年以上在職し、
特に功労があっ
たものとして寺
西町長が福岡県
町村会長から表
彰されました。
平成22年の就任
以降、就農実践
塾の開校による新規就農者の増加、若者定住住宅建設な
どによる転入者の増加、（株）山口油屋福太郎誘致による
雇用創出や歴史的風致維持向上計画の認定に伴う歴史的
文化遺産を生かしたまちづくりなどが評価されました。

↑功績を評価され、表彰された寺西町長

　春の交通安全
運動期間中の４
月７日、交通事
故をなくす添田
町民運動本部に
よる街頭啓発キ
ャンペーンが行
われました。こ
の日は早朝から
寺西町長や畠田議長など運動本部員が町内の主要交差点
で通勤中のドライバーに啓発物資を配り、交通安全を呼
びかけました。交通事故のない安全・安心なまちづくり
のため、町民皆さんのご協力をお願いします。

↑交通安全を呼びかける寺西町長、畠田議長

まちの話題
My Town Topics

文
芸
歳
時
記

◉
６
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

５
月
14
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係（
☎
82
―
４
０
０
０
）

寄
進
瓦
の
鈍
色
放
つ
寒
さ
か
な　
　
　
　

島
津
余
史
衣

そ
の
蕊
に
ひ
か
り
の
宿
る
寒
の
梅　
　
　

伊
井
寸
美
子

湯
豆
腐
に
味
む
ら
さ
き
を
澪
し
け
り　
　

斎
藤
智
寿
子

水
仙
の
海
に
な
だ
る
る
岬
道　
　
　
　
　

天
野
ゆ
き
海

放
置
田
の
雀
の
鉄
砲
空
を
撃
つ　
　
　
　

立
花　

克
明

【
川
柳　

投
稿
】

「
母
の
日
」
は
妻
へ
感
謝
の
花
贈
る　
　
　

原
田
祥
二
郎

「
こ
ど
も
の
日
」
未
来
を
託
す
君
た
ち
に　
　

原
田　

順
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

如
月
の
田
中
道
行
け
ば
畔
に
は
や

　
　

咲
け
る
菜
の
花
其
処
此
処
に
あ
り　

大
塚　

富
江

夫
逝
き
て
形
見
の
時
計
吾
が
腕
に

　
　
　

今
日
も
脈
打
つ
明
日
も
脈
打
つ　

五
十
嵐
田
鶴

杉
山
に
栄
え
込
む
孟
宗
高
々
と

　
　
　
　

樹
間
伸
び
て
杉
を
枯
ら
せ
り　

平
井　

朝
子

寒
波
去
り
春
め
く
山
を
眺
め
つ
つ

　
　
　

優
し
き
陽
中
を
歩
く
し
あ
わ
せ　

荒
巻
ミ
サ
子

沈
み
ゆ
く
夕
陽
の
彩
の
鮮
や
か
に

　
　
　
　
　

神
々
し
く
も
朱
々
と
燃
ゆ　

木
村　

寛
子

御
社
を
す
つ
ぽ
り
包
む
大
楠
の

　
　
　

幹
の
く
ね
り
は
萌
黄
に
映
え
て　

福
富　

廣
枝

【
短
歌　

投
稿
】

点
と
丸
だ
け
の
文
章
目
で
追
っ
て

　

噛
み
締
め
て
い
る
サ
ヨ
ナ
ラ
の
意
味　

佐
藤　
　

直

山
中
に
す
き
す
き
す
き
と
啼
く
鳥
の

　
　
　
　

姿
見
え
ね
ど
愛
し
く
な
り
ぬ　

独
活
山
強
実

晴
れ
の
日
は
外
に
出い

で
よ
と
云
ふ
が
事

　
　
　
　
　

雨
降
る
度
に
草
々
の
萠
ゆ　

仲
摩　

直
子

【
俳
句　

投
稿
】

彦
山
訪
ふ
淡
窓
詩
碑
や
風
薫
る　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

花
が
散
る
林
の
小
鳥
鳴
く
声
も　
　
　
　

寺
本　

紀
子

５月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

送信先 koho@town.soeda.fukuoka.jp

各 行 政 区 長

行政区 氏名 行政区 氏名
上 津 野 新 谷 義 文 峰地団地 鬼 丸 秀 雄
中 津 野 木 戸 則 夫 町 一 宮 田 昭 秋
下 津 野 髙 尾 立 身 町 二 椎 野 英 樹
英 彦 山 福 嶋 繁 明 町 三 進 藤 彰 史
上落合一 三 好 定 義 町 四 畠 田　 学
上落合二 内 野 恭 一 伊 原 重 松 孝 士
下 落 合 角 﨑 計 介 豊 川 安 方 泰 広
桝 田 白 石 英 雄 庄 東 西 山 則 一
一 の 宮 櫟 木 健 一 庄 中 奥　 圭 三
旧 三 崎 村 井 誠 治 庄 上 林　　 萌
上中元寺 重 藤 暢 明 庄 西 秀 島 一 生
下中元寺 藤 川 利 幸 峰 地 北 竹 田 善 浩
野 田 森 山 和 孝 桜 橋 谷　 政 利
添 田 東 林　 晋 一 新 城 花 菱 賢 二
添 田 中 中 園 博 文 岩 瀬 加 來　 勉
添 田 西 松岡伸一郎 真 木 木 下 芳 博
峰 地 折 口 和 廣 真木団地 山 本 文 隆

地域と行政をつなぐ
行政区長を紹介します

　地域と行政をつなぐ役割を果たす行政区長と役員が決

まりました。（敬称略）

◉行政区長会役員

▶会長＝谷政利 ( 桜橋）▶

副会長＝畠田学（町四）、福

嶋繁明（英彦山）、木下芳博

（真木）▶会計＝藤川利幸 

( 下中元寺）監査▶木戸則夫

（中津野）、森山和孝（野田）

　なお、今回退任された行政区長・組長で、次の皆さん

が永年勤続で表彰されました。（敬称略）

◉功労者表彰【行政区長】

▷伊藤芳彦（上中元寺・10年）▷宮平信之（庄中・６年）

◉功労者表彰【行政組長】

▷井上正文（庄西・３年）▷村井誠治（旧三崎・５年）

（敬称略）

まちのホットNews

◉選挙当日有権者数  ／ 8,170 人
◉投票者数／ 3,330人（当日1,617人、期日前・不在者ほか1,713人）
◉投票率／40.76％ ◉有効投票数／3,298票  ◉無効投票数／32票

　４月11日に行われた、福岡県知事選挙の投票率は、
添田町では前回平成31年の県知事選投票率48.53％を
7.77ポイント下回る40.76％でした。なお、県全体の
投票率は 29.61％でした。詳細は次のとおりです。

添田町開票区　開票結果添田町開票区　開票結果

届出番号 所属党派 候補者氏名 得票数

１   無所属 星　野 み え 子 529
２   無所属 はっとり誠太郎 2,769

福岡県知事選、投票率は40.76％
前回より7.77ポイント下回る

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。

６月生まれの締め切り
は５月14日金です。

３歳までのお子さん
を募集してます

★★
★

希望を胸に、学校生活がスタート
町内小・中学校で入学式

シャクナゲが満開の花園を散策
英彦山花園でシャクナゲが満開

　添田中学校で
４月８日、町内
小学校で９日に
入学式が行われ
ました。今年度
の新入生は添田
小 35人、津野小
１人、中元寺小
３人、落合小３
人、真木小５人で添田中学校が62人。各学校ではコロナ
対策のため入学式が簡素化されていましたが、添田小学
校では児童が校長先生のお話を静かに聞くことができ、
呼びかけにも「はいっ」と大きな声で返事ができました。

↑正しい姿勢で静かに話を聞けた添田小新１年生

　４月11日、英
彦山花園では約
５千株のシャク
ナゲが見頃をむ
かえていました。
晴天にも恵まれ
たこの日は、福
岡市や北九州市、
久留米市などか
ら観光客が訪れ、園内を散策しながら写真撮影を楽しん
だり、お弁当を食べたりして過ごしていました。ピンク
や白など色とりどりのシャクナゲに、来園者は「丁度見
頃のときに来られてよかった」と笑顔で話していました。

↑満開のシャクナゲをみながら食事を楽しむ来園者
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月
で
す
。
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
自
動
車
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
に
よ
る
納
税
も
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
５
月
に
送
付
す
る
納
税
通
知

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

 　

 （
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
２
２
）

　

そ
え
だ
学
童
保
育
所
で
は
、
支
援

Information
　

身
体
の
障

が
い
な
ど
に

よ
り
軽
自
動

車
税
の
減
免

措
置
を
申
請

す
る
人
は
、
必
要
書
類
を
次
の
期
限

ま
で
に
、
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納

対
策
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、障
が
い
の
区
分
、級
な
ど
に
よ
っ

て
は
減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
普
通
車
の

税
金
を
減
免
さ
れ
て
い
る
人
は
、
軽

自
動
車
の
減
免
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
提
出
期
限　

５
月
31
日
月

※
公
益
減
免
は
５
月
24
日
月
で
す
。

▼
必
要
な
書
類　

▽
令
和
３
年
度
軽

　

自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
５
月
上

　

旬
送
付
予
定
）　
▽
身
体
障
害
者
手

　

帳　

▽
運
転
免
許
証　

▽
減
免
申

　

請
書
用
紙　

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　

ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

　

カ
ー
ド　

▽
車
検
証

問 

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

員
補
助
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
学

童
保
育
所
と
の
雇
用
契
約
で
す
。

▼
勤
務
地　

添
田
小
学
校
敷
地
内
専

　

用
教
室

▼
勤
務
時
間　

▽
平
日
＝
14
時
30
分

　

〜
18
時　

▽
土
曜
＝
８
時
〜
12
時

　

30
分
、
14
時
〜
18
時　

▽
春
夏
冬

　

休
み
＝
８
時
〜
12
時
30
分
、
13
時

　

30
分
〜
18
時　

▼
時
給　

850
円
〜
／
シ
フ
ト
制

問 

そ
え
だ
学
童
保
育
所

　

 

（
☎
82
―
３
４
２
２
）

　

手
話
の
基
礎
か
ら
学
べ
る
講
習
会

で
す
。
中
学
生
以
上
な
ら
ど
な
た
で

も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
始

募
集

税
金

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

６
月
10
日
木
〜
11
月
11
日

　

木
の
間
の
毎
週
木
曜
日
19
時
〜
20

　

時
30
分（
全
20
回
）　

※
初
日
と
最
終
日
の
み
19
時
〜
21
時
。

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

町
内
在
住
ま
た
は
通
勤

　

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人

▼
申
込
期
限　

５
月
21
日
金

▼
受
講
料　

無
料
／
定
員
15
人

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子
育
て
・
障

　

 

が
い
者
支
援
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

教育のひろば

令
和３年度の新学

期が始まりまし

た。昨年は、新型コロ

ナウィルスの影響で、新

学期に入って、すぐに臨

時休校という、かつてない始まりでした。

　今年度も、コロナ禍のため、式典を簡素

化して４月５日に始業式、４月８日に添田

中学校入学式、４月９日に町内小学校の入

学式が行われ、町内小学校に47人が入学、

添田中学校には62人が入学。新入学生を含

めた、町内の児童生徒数は小学校 394人、

添田中学校194人です。（４月時点）

　子どもたちにとって新しい学年がスター

トする新学期は、緊張や不安が続く時期と

なります。家庭内で、子どもたちが、学校

での生活リズムに早く慣れるように、規則

正しい生活習慣、あいさつの大切さなどに

ついて、話し合う機会をもってもらえれば

と思っています。また、引き続き、コロナ

禍での、家庭内での基本的な感染症対策へ

のご理解とご協力をお願いします。

◉学校人事異動関係

　４月１日付けで、新たに４名の校長が赴

任されました。町内小中学校の校長は、次

のとおりです。（○は新たに赴任した校長）

▷津野小学校＝〇神﨑育子校長

▷中元寺小学校＝〇藤田昭介校長

▷落合小学校＝〇久冨靖剛校長　

▷真木小学校＝〇相緒英樹校長

▷添田小学校＝益田茂校長　　　　　　　

▷添田中学校＝石坂政次校長

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
を
お
忘
れ
な
く

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
月
で
す

そ
え
だ
学
童
保
育
所

支
援
員
補
助
者
募
集

手
話
講
習
会
入
門
編
受
講
生
募
集

新

臨

新学期が始まりました
小学生47人、中学生62人が期待を胸に入学

　 役場庁舎窓口と電話番号案内

役場庁舎１階

住民課保健福祉環境課 水道課
出
納
室

▲
正面入口

◀東側入口

エレベーター

特１会議室

第３会議室

自動販売機

役場庁舎２階

道路整備課 住環境整備課 防災情報管財課

総務課

町長室

まちづくり課

第２会議室

第１会議室副町長室

応接室

総務課

地域産業推進課
農業委員会

役場庁舎３階

議会事務局
庶務議事係 ☎ 82-4001 エレベーター

① ② ③ ④ ⑥ ⑦

⑩ ⑫ ⑬ ⑭

⑯

出納室（窓口番号⑥） ☎ 88-8666

総合企画財政課

保健福祉環境課（窓口番号①②）

福祉・高齢者支援係

☎ 82-1232子育て・障がい者支援係

環境保全係

住民課（窓口番号③④⑤）

戸籍住民係 ☎ 82-1233

保険年金係 ☎ 82-5966

税務・滞納対策係 ☎ 82-1234

水道課（窓口番号⑦）

管理係
☎82-5961

工務係

地域産業推進課課（窓口番号⑩）

林業振興係
☎82-5962

商工業振興係

農業振興係
☎82-1237

有害鳥獣係

農業委員会事務局 ☎ 82-1237

道路整備課（窓口番号⑫）

用地維持係

☎88-8777

道路河川係

森林土木係

国土調査係

国道 500号担当係

住環境整備課（窓口番号⑬）

契約係

☎ 82-1235住宅管理係

建築係

防災情報管財課（窓口番号⑭）

防災安全係

☎ 82-4002情報管理係

管財係

総務課（窓口番号⑮⑯）

総務係
☎ 82-1231

男女共同参画推進係

広報・秘書係 ☎ 82-4000

総合企画財政課（窓口番号⑰）

政策企画係 ☎ 82-5964

予算一係
☎ 88-8444

予算二係

まちづくり課（窓口番号⑨）

まちづくり推進係 ☎ 82-5965

観光振興係
☎ 82-1236

歴史文化財係

教育委員会 学校教育課

学校教育係

☎ 82-5963学校施設管理係

学校建設係

教育委員会 社会教育課（オークホール）

社会教育係
☎ 82-2559

文化振興係

人権同和推進係 ☎ 82-5800

保健福祉環境課

健康対策係 ☎88-8111

保健福祉環境課

地域包括支援センター ☎41-3888

▶庁舎別館　電話番号案内

役場機構改変により各課・係の窓口番号と直
通電話番号を一部変更しています。直通電話
を利用することで待ち時間を短縮できます。

令和

3
年度

⑮

⑰

⑨

⑤



相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　５月11日火、５月18日火、６月１日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　５月12日水（13 時～）、５月14日金（15 時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　５月11日火、６月８日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　５月11日火（10時～）、５月27日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　５月12日水、６月２日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

●人　口　9,242 人（ー49人）
●男　性　4,358 人（ー28人）
●女　性　4,884 人（ー21人）
●世帯数　4,609世帯（ー10世帯）

人の動き ３月末日現在（　）は前月比

●出生　２ 人
●死亡　15 人
●転入　27 人
●転出　62 人

警察署からのお知らせ
●山で遭難しないために
　県内では毎年「山岳遭難」が発生し、死傷者が
出ています。無理のない登山計画を立て、登山計
画書を提出するなどしましょう。

問 田川警察署（☎42-0110）

３月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 ６（ー８） 28

　人身事故 0（ー２） ３

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ０（±０） ６

15　広報そえだ（令和３年５月号） 広報そえだ（令和３年５月号）　14

　

三
崎
）
▽（
故
）
岩
崎
英
征（
添
田

　

東
）▽（
故
）
綾
部
次
子（
添
田
東
）

　

▽
（
故
）
小
笠
原
サ
サ
エ（
岩
瀬
）

▼
一
般
寄
付　

▽
村
上
正
彦（
庄
中
）

　
　
　
（
令
和
３
年
４
月
14
日
現
在
）

の
売
上
（
収
入
）
金
額
や
費
用
な
ど

の
経
済
活
動
を
明
ら
か
に
し
、
各
種

統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
得
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
５
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
対
象　

全
て
の
事
業
所
と
企
業

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り

　

 

推
進
係
（
☎
82
―
５
９
６
５
）

▼
変
更
日　

５
月
12
日
水

▼
変
更
内
容　

10
時
40
分
〜
12
時（
予

　

定
）は
、「
添
田
警
部
交
番
前
」、「
庄

　

地
区
集
会
所
前
」、「
役
場
」バ
ス
停

　

へ
の
乗
り
入
れ
を
中
止
し
、「
添
田

　

駅
」で
の
折
り
返
し
運
行
を
し
ま
す

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り

　

 

推
進
係
（
☎
82
―
５
９
６
５
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
（
故
）
前
田
美
穂

　
（
中
津
野
）
▽（
故
）熊
谷
英
子（
旧

　

第
２
回
一
般
幹
部
候
補
生（
一
般
・

　

技
術
）
＝
６
月
26
日
土

▼
試
験
会
場　

①
小
倉
駐
屯
地　

②

　

福
岡
駐
屯
地

▼
受
付
期
限　

①
６
月
25
日
金　

②

　
（
田
川
市
）

※
予
約
不
要
、
参
加
無
料
。

※
個
別
説
明
、
出
張
説
明
も
可
能
で

す
。
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

▼
と
き　

５
月
30
日
日　

11
時

▼
と
こ
ろ　

英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿

▼
内
容　

登
山
者
の
安
全
を
祈
願
し
、

　

記
念
手
ぬ
ぐ
い
を
配
布
し
ま
す

※
前
夜
祭
・
山
頂
祭
は
中
止
し
ま
す
。

※
記
念
手
ぬ
ぐ
い
は
英
彦
山
青
年
の

家
で
も
配
布
し
ま
す
（
祈
願
祭
終
了

か
ら
15
時
ま
で
）。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
観
光
振
興
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
６
）

　

英
彦
山
神
宮
上

宮
の
老
朽
化
や
台

風
被
害
な
ど
に
よ

り
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、

現
在
立
ち
入
り
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。

山
頂
休
憩
所
へ
は
、
う
回
路
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
観
光
振
興
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
６
）

▼
試
験
日　

①
第
２
回
自
衛
官
候
補

　

生
＝
７
月
３
日
土
、
４
日
日　

②

　

６
月
18
日
金

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
衛
官
等
募
集
説
明
会
】

▼
と
き　

５
月
30
日
日
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
と
き　

８
月
15
日
日

▼
と
こ
ろ　

県
立
福
岡
武
道
館
（
福

　

岡
市
）

▼
参
加
資
格　

先
の
大
戦
に
お
け
る

　

福
岡
県
出
身
の
戦
没
者
お
よ
び
一

　

般
戦
災
死
没
者
の
遺
族
で
福
岡
県

　

に
在
住
の
人
（
三
親
等
以
内
の
親

　

族
優
先
）

▼
参
加
費　

無
料
（
会
場
ま
で
の
交

　

通
費
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
期
限　

５
月
31
日
月

【
全
国
戦
没
者
追
悼
式
】

▼
と
き　

８
月
14
日
土
〜
15
日
日

▼
と
こ
ろ　

日
本
武
道
館（
東
京
都
）

▼
参
加
資
格　

①
先
の
大
戦
に
お
け

　

る
戦
没
者
、
一
般
戦
災
死
没
者
お

　

よ
び
原
爆
死
没
者
の
遺
族
で
福
岡

　

県
に
在
住
の
人
（
三
親
等
以
内
の

　

親
族
優
先 

） 　

②
過
去
に
参
加
し

　

た
こ
と
が
な
い
人　

③
２
日
間
の

　

行
程
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
が
あ
り

　

団
体
行
動
が
と
れ
る
人

▼
参
加
費　

旅
費
の
一
部
補
助
あ
り

▼
申
込
期
限  

５
月
31
日
月

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
高

　

 

齢
者
支
援
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

毎
月
第
１
木
曜　

13
時
30

　

分
〜
15
時
30
分
／
要
予
約

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
男
女
共
同
参
画

　

セ
ン
タ
ー
ゆ
め
っ
せ
（
田
川
市
）

問 

田
川
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

 

ゆ
め
っ
せ
（
☎
85
―
７
１
３
４
）

　

経
済
セ
ン
サ
ス
は
、
全
産
業
分
野

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

【
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
】

Informationくらしに役立つ情報満載

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

令
和
３
年
度 

戦
没
者
追
悼
式

５月12日は民生委員・児童委員の日です

◆民生委員・児童委員とは
　民生委員・児童委員

は、各市町村に置か

れるボランティアで、

住民の皆さんの相談に

応じ、必要な支援を行う最も身近な

相談相手です。また、子どもの見守

り、子育ての不安や妊娠中の心配ご

となどの相談・支援を行う児童委員

も兼ねています。

◆活動内容
　民生委員・児童委員は、医療や介

護の悩み、妊娠や子育ての不安、生

活上の心配ごとなど、さまざまな相

談に応じています。さらに、関係機

関へのつなぎ役となったり、高齢者

や障がいのある人の見守りや援助な

どを行ったりもしています。

５月12日は民生委員・児童委員の日
　全国民生委員児童委員連合会では、

５月12日を「民生委員・児童委員の日」、

５月12日から18日までを「活動強化

週間」と定め、ＰＲ活動をしていき

ます。民生委員・児童委員の活動へ

のご理解とご協力をお願いします。

問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者
　 支援係 （☎ 82-1232）

委員

か

で、

談に

←
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
マ
ー
ク

第
55
回
英
彦
山
山
開
き

６
月
１
日
は
経
済
セ
ン
サ
ス

英
彦
山
神
宮
上
宮
周
辺
へ
の

立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い
ま
す

行
政
相
談
委
員
に

再
任
さ
れ
ま
し
た

小
田
宣
和
さ
ん

　総務大臣から４月１日付けで小田宣和
さん（伊原）が行政相談委員に委嘱され
ました。行政相談委員は、身近な相談窓
口として、行政サービスや手続きに関す
る相談を受け付け、相談者への助言や関
係行政機関への通知などの仕事をボラン
ティアで行います。毎月第３火曜日10時
から15時までそえだジョイで行政相談を
実施していますので、ご利用ください。
任期は令和５年３月31日までです。
問 小田宣和さん（☎ 82-2062）

↑行政相談委員の小田宣和さん

納期限のお知らせ
●５月31日月が納期限です
　▷軽自動車税
　▷固定資産税（１期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

　後期高齢者医療広域連合では、被保険者を
対象に健康診査と歯科健診を実施します。

【健康診査】
　生活習慣病の予防や早期発見・早期治療を
目的として健康診査を実施しています。被保
険者に、５月下旬に受診票とお知らせを送付
します。ただし、生活習慣病（糖尿病、高血
圧症、脂質異常症など）の治療を受けている
人などは対象となりません。
▶受診期限　令和４年３月31日木　
▶自己負担金　500円
▶受診の方法　健康診査の実施医療機関で個
　別予約して受診

【歯科健診】
　今年度から口腔機能低下や肺炎などの疾病
予防のため、歯科健診を実施します。対象者
には、５月下旬に受診券や質問票などを送付
します。

▶対象者　今年度76歳になる（昭和20年４月
　１日～昭和21年３月31日生まれ）県内の被
　保険者
▶受診期間　６月１日火～12月31日金
▶受診方法　歯科検診の実施医療機関で予約
　して受診
▶持参品　受診券、被保険者証またはマイナ
　ンバーカード
※被保険者証の代わりにマイナンバーカード
が利用できるのは、オンライン資格確認を導
入している健診実施医療機関に限ります。
▶受診料　300円

問 福岡県後期高齢者医療広域連合
　 お問い合わせセンター
　（☎ 092―651―3111）

検診は、忘れずに
受診しましょう

今年度76歳になる人が対象です

頼れる地域の相談相手
民生委員・児童委員

お
知
ら
せ

自
衛
官
採
用
試
験
・
説
明
会

令
和
３
年
度

子
育
て
女
性
の
出
張
就
業
相
談

休館
●町立図書館（☎82-4800）
  蔵書点検休館のため
▶期間　5月20日木～31日月

●そえだジョイ（☎82-5600）
  館内清掃などのため
▶期間　5月24日月～25日火

聖
火
リ
レ
ー
に
よ
る
通
行
止
で

町
バ
ス
運
行
区
間
を
変
更
し
ま
す



新
し
い
年
度
が
始
ま
っ
て
一
ケ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
依
然
コ
ロ
ナ
感
染
症

は
落
ち
着
き
を
見
せ
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま
す
。
感
染
予

防
の
徹
底
を
お
願
い
し
落
ち
着
い
た
社
会
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
▼
そ
の
中
に
あ
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
池
江
璃
花
子
さ
ん
、
水
泳
の
選
手
で
す
。
白
血
病
と
闘
い
な
が
ら
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
池
江
さ
ん
の
生
き
方
、
競
技
に
か
け
る
姿
勢
は
す
ご
い
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
病
の
前
の
幾
多
も
の
記
録
を
塗
り
替
え
た
自
分
と
、
病
が
落
ち
着
い
た
今
の
自
分
を

比
較
す
る
の
で
無
く
、
今
の
自
分
の
置
か
れ
た
立
場
、
そ
し
て
体
力
等
の
状
況
を
し
っ
か
り
把

握
し
、
今
の
そ
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
進
ん
で
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
▼
我
々
の
日

常
生
活
も
、コ
ロ
ナ
禍
の
前
と
今
、ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
は
基
よ
り
、我
々
は「
あ

の
時
は
良
か
っ
た
」「
あ
の
時
の
よ
う
に
こ
う
す
れ
ば
良
い
の
で
は
」
と
成
功
体
験
を
基
に
、
施

策
を
形
作
る
こ
と
が
間
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
常
に
状
況
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
10
年
前
は
、

ま
さ
か
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
▼
次

の
文
章
を
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。「
国
民
生
活
の
面
で
は
物
質
的
豊
か
さ
か
ら
精
神
的
な
豊
か

さ
、
す
な
わ
ち
文
化
的
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
町
で
も
、

こ
の
よ
う
な
社
会
的
事
情
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
地
域
社
会
に
適
合
す
る
町
の
姿
、
す
な
わ

ち
文
化
的
で
生
き
甲
斐
の
あ
る
人
間
性
豊
か
な
住
み
た
く
な
る
町
を
作
る
た
め
、
本
町
の
自
然

環
境
と
歴
史
的
な
社
会
環
境
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
郷
土
に
永
住
す
る
住
民
、
か
つ
、
住
み
つ

こ
う
と
す
る
人
々
の
た
め
に
、
全
般
的
な
社
会
経
済
の
動
向
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
本
町
の
特

性
を
活
か
し
た
総
合
的
、
合
理
的
、
創
造
的
な
振
興
策
を
樹
立
し
、
計
画
性
の
あ
る
町
の
施
策

を
す
す
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
」「
開
発
の
基
本
目
標
（
未
来
へ
の
デ
ッ
サ
ン
）
と
し
て
は
、
産

業
振
興
に
創
意
と
活
力
を
、
自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る
観
光
を
、
生
活
に
生
き
が
い
と
文
化

を
」
と
あ
り
ま
す
。
▼
こ
れ
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）、
41
年
前
に
策
定
さ
れ
た
添
田
町

総
合
計
画
基
本
構
想
の
意
義
と
性
格
の
一
文
で
す
。
ど
う
読
み
ま
し
た
か
。
41
年
前
も
こ
の
よ

う
な
状
況
認
識
で
あ
り
、
町
は
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
ま
で
進
ん
で
き
ま
し
た
。
▼
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
な
ど
と
の
ご
意
見
を
言
わ
れ
る
方
が
い
ま
す
。し
か
し
、「
変

わ
っ
て
い
る
け
ど
変
わ
っ
て
な
い
」
の
で
す
。
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
戦
略
は
ひ
と
つ

も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ち
づ
く
り
に
奇
策
は
無
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
戦
術
が
そ
れ

ぞ
れ
あ
り
ま
す
。
我
々
は
、
戦
略
【
町
の
進
む
べ
き
方
向
、
目
的
】
と
戦
術
【
戦
略
を
達
成
す

る
た
め
の
具
体
的
な
手
段
】
を
考
え
て
い
ま
す
。
日
々
の
変
化
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
行
政
と
し
て
第
六
次
総
合
計
画
策
定
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
▼
未
来
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
は
、「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
が
合
い
言
葉
で
す
。
皆

さ
ん
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
言
う
事
で
す
。
第
六
次
総
合
計
画

は
そ
の
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
仕
組
み
作
り
を
行
い
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と

し
て
、
皆
さ
ん
へ
計
画
の
説
明
に
出
か
け
て
い
き
ま
す
。「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

令
和
３
年
５
月
号

そ
え
だ
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110th anniversary          of Soeda town   ooooooooooooo                   添田町町制施行110周年
添田町町制施行110周年となる今年。広報そえだでは110年間の
歩みをお知らせしています。今回は、町制が施行された明治 44
（1911）年から大正９（1920）年までの10年間です。

　

町
制
が
施
行

さ
れ
た
明
治
44

（
１
９
１
１
）年
、

町
に
初
め
て
電

灯
が
灯
り
ま
し

た
。
炭
鉱
の
発

展
に
よ
っ
て
電

気
や
電
灯
が
必

要
と
な
り
、
蔵
内
炭
鉱
に
送
電
。
炭
鉱

に
電
灯
が
灯
る
と
同
時
に
町
内
の
本
町

や
下
町
に
も
電
気
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
正
３（
１
９
１
４
）年
に

野
田
、中
元
寺
地
区
、大
正
５（
１
９
１
６
）

年
に
伊
原
、
庄
、
新
城
地
区
、
昭
和
２

（
１
９
２
７
）年
に
は
英
彦
山
地
区
に
も

電
灯
が
灯
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
電
気
は
わ
た

し
た
ち
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
も
の

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
44
年
、

町
に
初
め
て
電
灯
が
灯
る炭鉱で使われていた炭鉱札→

↑
外
車
に
よ
る
乗
合
バ
ス（
大
正
５
年
ご
ろ
）

←
英
彦
山
の
参
道（
大
正
３
年
ご
ろ
）

４
月　

添
田
町
町
制
施
行

　
　
　

庄
郵
便
局
開
局

　
　
　

本
町
・
下
町
に
電
灯
が
つ
く

３
月
　
野
田
炭
鉱
字
沼
に
開
坑

４
月　

添
田
北
尋
常
小
学
校
開
校

　
　
　

落
合
小
学
校
に
高
等
科
、
落

　
　
　

合
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る

９
月　

新
城
炭
坑
開
坑

１
月　

桜
島
大
噴
火
。
町
に
も
降
灰

７
月
　
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発　

４
月　

小
倉
鉄
道
開
通
。
町
域
内
に

　
　
　

上
添
田（
現
・
添
田
）駅
、
伊

　
　
　

原
駅
開
設

12
月　

峰
地
一
坑
に
蔵
内
鉱
業
が
病

　
　
　

院
分
院
を
置
く

10
月　

上
津
野
・
下
津
野
の
両
小
学

　
　
　

校
統
合
、
津
野
小
学
校
に

　
　
　

英
彦
山
道
路
改
修

８
月　

峰
地
炭
鉱
で
米
騒
動

11
月　

添
田
〜
英
彦
山
間
に
乗
合
バ

　
　
　

ス
運
行

５
月　

町
地
区
に
消
防
組
が
組
織
結
成

10
月　

添
田
町
、
町
章
を
制
定

明
治
44
年

明
治
45
年

大
正
２
年

大
正
３
年

大
正
４
年

大
正
５
年

大
正
６
年

大
正
７
年

大
正
８
年

大
正
９
年


